
〇 棚田管理組合が中心となり、集落で農地の保全に取組むとともに、地域特産物の収穫体
験などの都市住民との交流活動により、地域を活性化。 

 

○ 協定農地の約６割(2.9ha)を組合が管理しており、水稲だ

けでなく、地域の特産物であるサラダタマネギも生産・販売。

販売収益及び本交付金を活用して、農地、水路及び農道の管

理作業、景観作物の植栽を実施。 

○ 都市住民を対象とした、タマネギの収穫体験、地域の食文化

体験等の棚田ツアーを毎年開催しており、約50名が参加。 

○ 棚田で生産した米や少量生産の野菜は、市の運営する温泉

施設においても販売することで、農業所得の確保と高齢農業者

の意欲を向上。 

 

○ 当地区は、水俣市南部の湯の鶴温泉に隣接し、

約200枚の小区画の棚田が広がる集落。 

○ 高齢化等により、荒廃農地が拡大していたこと

から、平成８年から棚田の再生に取り組み始め、

平成10年に「湯の鶴棚田管理組合」を設立。 

○ 平成12年から組合が中心となって本制度に取り

組んでおり、農地所有者が耕作や管理が困難に

なった場合は、組合が農地の管理を引き受ける体

制を構築。 

地域の現状 

【食文化体験】   

 

 ２－⑥ 熊本県水俣市湯出棚田集落協定  

協定面積：4.9 ha（田3.2ha、畑1.7ha） 交付金額： 59.7万円（共同取組活動100％） 
協定参加者：農業者24人､湯の鶴棚田管理組合 協定開始：平成12年度 

【タマネギ収穫体験】 【協定農用地】   

取組の概要 
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【管理組合による作物作付】 


